
ささやかな親切に 思いやりのある行為に 感謝の心を

校長 中山 恭平

「『かしてごらん』後ろから，急に手が伸びてきました。知
らない叔母さんがかっぱの袖を引っ張ってくれたのです。横に
いた妹にもかっぱを着せてくれました。それだけではありませ
ん。『おしりが濡れちゃうから，ちょっと待ってね。』と言って，
雨で濡れた椅子を自分のタオルでふいてくれました。頼んでい
ないのに，ささっといろんなことをしてくれるので，僕はびっ
くりしていました。」※「小さな親切」作文より原文のまま
上の文章は，鹿児島市立喜入小学校２年の小窪蒼士さんの作

文です。家族でＪリーグの試合を見に行ったとき雨が降ってきて，かっぱを着ようとする
ものの，かっぱが絡まって腕が出ずイライラしていたときのことを「雨にぬれたえがお」
という題で書きました。令和５年度「小さな親切」作文コンクールの鹿児島県知事賞を受
賞した作品です。
今月そのコンクールの受賞式に出席した私は，今月の学校での出来事を思い起こすこと

でした。校長室にいると鳴り止まないブザー音が校内に響いていました。窓の外を見ると
２年のＫさんの防犯ブザーが鳴り止まず困っている様子でした。その様子に気付いた２年
のＪさんがすぐに駆け寄りＫさんのブザー音を必死に止めようとしています。なかなかブ
ザーは鳴り止みません。私も玄関まで降り，２人に声をかけ，Ｊさんからブザーを受け取
ろうした瞬間，ブザーが地面に落ち，音が鳴り止みました。きっとＪさんの親切心が鳴り
止まなかったブザー音を止めてくれたに違いありません。Ｊさんの優しい気持ちにふれ，
こちらも優しい気持ちにさせられた出来事でした。
また，受賞式では，昭和５７年から続く肝属川のクリーン作戦の取組の発表もありまし

た。当時は，「アユの住める肝属川」を目標に仲間たちと取り組み，現在では「メダカの
住める肝属川」を新たな目標に掲げ取り組む肝属支部の金沢さんの実践です。３２歳から
始まり今年で７４歳を迎えた金沢さんは報告の最後に宮澤章二さんの「行為の意味」を紹
介されました。

「こころ」はだれにも見えないけれど 「こころづかい」は見える
「思い」は見えないけれど 「思いやり」はだれにでも見える
「小さな親切」運動本部は，１９６３年，人と人とをつなぐ思いや

りの心を育もうと創設され今年で６０年を迎えます。奇しくも私が生
まれた年でもあります。
これからも清水中学校の生徒たちのたくさんの親切が，友達（人）

を，学校（地域）を，社会を幸せにできるようにと強く願うことでし
た。そして，支え合い，高め合う思いやりあふれる生徒の育成をめざ
し，職員一同さらに頑張っていこうと決意を新たにしています。
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「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」に併せて，校内自由参観を実施します。
11月１日（水）・２日（木）・６日（月）・７日（火）の４日間，９時から１６時まで参観でき

ます。 ※ 時間割等につきましては，受付に準備します。
今年度は，参観につきましては，特に制限は設けてありませんので，多くの皆様にご来校いた

だければと思います。受付は，来賓の皆様が来客用玄関，その他の皆様が正面玄関になります。

地域が育む「かごしまの教育」県民週間・校内自由参観について



10月10日（火），
生徒会立会演説会及
び選挙を実施しまし
た。
１年生から３名，

２年生から７名の立
候補者が，それぞれ
の公約を堂々と発表
してくれました。
この日までに，立

候補者の皆さんは，
毎朝，辻立ちのよう
に正門や玄関に立ち，
あいさつ運動を行っ
ていました。
また，給食時間に

は，毎日交代で応援
演説が行われ，学校
全体が選挙ムードに
なっていました。
その他の生徒も，

真剣に立候補者の公約を聴き，生徒会長として
この学校を引っ張って行ってほしいと思う人を
選んでいました。
その後，鹿児島市選挙管理委員会よりお借り

した投票箱等を使用し，投票を行いました。
きっと，どの立候補者が役員になっても，こ

れまでの先輩たちが築き上げた歴史を引継ぎ，
さらに新しい清水中学校を創っていってくれそ
うです。

生徒会役員改選

10月11日（水），
51年ぶりに鹿児島県
で開催されていた国内
最大のスポーツの祭典
「かごしま国体」を全
校生徒で観戦しまし
た。
平和リース球場で行

われていた高校野球
（硬式）の準決勝「仙
台育英高校（対）北海
高校」の試合でした。
勝てば国体優勝とい

う戦いでしたが，逆転
に次ぐ逆転のとても白
熱した試合でした。
野球観戦を楽しみにしている生徒も多く，約１

時間の観戦でしたが，ルールが分からない人でも，
目の前で行われている生のプレーの迫力は，十分
に伝わっていたようでした。
また，配布されたバルーンをたたきながら，一

生懸命応援する姿がいたるところで見られ，とて
も良い経験になったようです。
スポーツの秋です。これを機に，何かしらのス

ポーツに挑戦してみるのもいいのではないでしょ
うか。

かごしま国体観戦（高校野球） 1 1 月 の 主 な 行 事 予 定

1(水) 学校自由参観（１日・２日・６日・７日）
班長会議

2(木) 生徒会の日
3(金) 文化の日（祝日）
6(月) ストマネ
7(火) 全校朝会
9(木) 読書月間読み聞かせ，

保健教室（３年・６校時）
期末テスト前部活動停止（～15日）

10(金) ３年学年及び学級保護者会（15:20～）
11(土) 土曜授業，英検ＩＢＡ

生徒会引継ぎ式（３校時）
13(月) 心肺蘇生法講習（２年・５～６校時）
14(火) 期末テスト（～16日）
17(金) 三者面談・教育相談①
20(月) 三者面談・教育相談②
21(火) 九州音楽教育研究大会鹿児島大会授業
22(水) 三者面談・教育相談③，生徒会の日
23(木) 勤労感謝の日（祝日）
24(金) 三者面談・教育相談④⑤
27(月) 三者面談・教育相談⑥
28(火) 班活動の反省
29(水) 班長会議
30(木) 郷土講話（２年・５～６校時）

１年生では，鹿児
島市立少年自然の家
にて，宿泊学習を，
１泊２日（10/18～
19）の行程で実施し
ました。
特に，泊を伴う実

施は，実に４年ぶり
でした。（昨年は１
日のみ）
２日とも天候に恵

まれ，自然の中で伸
び伸びと行動してい
る姿が見られ，１年
生らしさ全開の行事
になったようです。
今回の体験活動で，

時間的な制約や沢山
の規制がある中，他
者と協力しながら様
々な困難を乗り越え
る経験をできたこと
は，本当に素晴らし
いことであったと思
います。
生徒達の体験後の

自信に満ちた表情や
規律を守る姿勢から，
様々なことを学び，
一回り成長した１年
生を感じることがで
きました。

宿泊学習（１年）


